
　ダビデがゴリアテを倒
たお

し、イスラ

エル軍
ぐん

が引
ひ

き揚
あ

げてくると、イスラ

エルの町
まち

々
まち

から女
じょ

性
せい

達
たち

が出
で

てきて、

タンバリンなどの楽
がっ

器
き

を奏
かな

で、歌
うた

い

踊
おど

りながら、サウル王
おう

を歓
かん

迎
げい

した。

　「サウル王
おう

は千
せん

を打
う

ち倒
たお

し、ダビ

デは万
まん

を打
う

ち倒した！」　女
じょ

性
せい

達
たち

は

繰
く

り返
かえ

し、そう歌
うた

いながら喜
よろこ

び踊
おど

っ

た。「サウル王は千を打ち倒し、ダ

ビデは万を打ち倒した！」

聖
せい

書
しょ

の冒
ぼう

険
けん

物
もの

語
がたり

第
だい

16号
ごう

2022年
ねん

5月
がつ

2
はつか

0日

敵
てき

に打
う

ち勝
か

つ　　　
　子

こ

供
ども

のためのサムエル記
き

上
じょう

第
だい

18章
しょう

と第26章

　人
ひと

々
びと

は、ダビデに熱
ねっきょう

狂していたの

だった！　サウル王
おう

はそれを聞
き

いて、

非
ひ

常
じょう

に腹
はら

を立
た

てた。（この上
うえ

、彼
かれ

に

与
あた

えるものは、国
くに

のほかないではな

いか。あいつを手
て

の届
とど

く所
ところ

に置
お

いて

おいたほうがいいだろう。）

　王
おう

は嫉
しっ

妬
と

のあまり、ダビデが家
いえ

に

帰
かえ

るのも許
ゆる

さず、何
なん

度
ど

もダビデの命
いのち

をねらった。ある時
とき

は、ダビデに槍
やり

を投
な

げつけた。またある時は、娘
むすめ

の

ミカルを嫁
よめ

にしてやるから、ペリシ

テ人
びと

を100人
にん

倒
たお

し、各
おの

々
おの

の遺
い

体
たい

の一
いち

部
ぶ

を切
せつ

除
じょ

して持
も

って来
こ

いと命
めい

じた。

自
じ

分
ぶん

でダビデを殺
ころ

せないなら、ペリ

シテ人
びと

に殺
ころ

させようとたくらんだの

だ。それにもかかわらず、ダビデと

その従
じゅうしゃ

者達
たち

はペリシテ人
びと

達
たち

に勝
しょう

利
り

し、

ダビデはサウル王
おう

に対
たい

する忠
ちゅうせい

誠を

明
めい

言
げん

し続
つづ

けた。

　それでも王
おう

は何
なん

度
ど

もダビデの命
いのち

を

ねらうので、ダビデはとうとう、ジ

フの荒
あら

野
の

に逃
のが

れた。すると、男
おとこ

も女
おんな

も、大
おお

勢
ぜい

のしいたげられ、困
こんきゅう

窮して

いる人
ひと

達
たち

が集
あつ

まってきて、ダビデに

導
みちび

きを求
もと

めた。

ダビデ王
おう

についての他
ほか

の物
ものがたり

語「巨
きょ

人
じん

に挑
いど

む」と

「王
おう

となる者
もの

の偉
い

業
ぎょう

」も、読
よ

んでね。
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　荒
あら

野
の

にいたダビデは、驚
おどろ

いたこと

に、そこでもまた、サウル王
おう

が自
じ

分
ぶん

の命
いのち

をねらって追
お

ってきていること

を耳
みみ

にした。エンゲデのほら穴
あな

では、

サウル王を殺
ころ

すこともできたところ

を、命を救
すく

ってやったのに、これは

信
しん

じがたいことだった。ダビデはサ

ウル王に、王を殺
ころ

す気
き

は毛
もう

頭
とう

ないこ

とを示
しめ

してきた。それ以
い

来
らい

、２
ふたり

人の

間
あいだ

の問
もん

題
だい

は解
かい

決
けつ

したものだと思
おも

って

いた。それなのにまた、以
い

前
ぜん

何
なん

度
ど

も

したように、サウル王はまたもやダ

ビデの命をねらって追って来
き

たのだ。

　ダビデは、サウル王
おう

が本
ほん

当
とう

に自
じ

分
ぶん

の命
いのち

をねらってやって来
き

たのかどう

かを確
たし

かめるため、偵
てい

察
さつ

隊
たい

まで送
おく

り

出
だ

して確
かく

認
にん

した。それが事
じ

実
じつ

である

ことが判
はん

明
めい

すると、ダビデは悲
かな

しみ

にしずんだ。

　ダビデは祈
いの

った。「神
かみ

よ、御
み

名
な

に

よって私
わたし

を救
すく

い、御
み

力
ちから

によって私を

裁
さば

いてください。神よ、私の祈
いの

りを

聞
き

き、わが口
くち

の言
こと

葉
ば

に耳
みみ

を傾
かたむ

けてく

ださい。・・・見
み

よ、神はわが助
たす

け

主
ぬし

、主
しゅ

はわが命
いのち

を守
まも

られる方
かた

です。」

　今
こん

回
かい

、ダビデと従
じゅうしゃたち

者達は逃
に

げなか

った。その代
か

わり、真
ま

夜
よ

中
なか

に、王
おう

とそ

の兵
へい

士
し

達
たち

の陣
じん

営
えい

に忍
しの

び寄
よ

った。サウル

王は、陣営の真
ま

ん中
なか

で眠
ねむ

っていた。

そばには将
しょうぐん

軍アブネルが、そして残
のこ

り

の兵士達は陣営を囲
かこ

んで眠っていた。

　「私
わたし

と共に、陣
じん

営
えい

の王
おう

の元
もと

に行
い

っ

てくれる者
もの

は？」　ダビデは、最
もっと

も

勇
ゆう

敢
かん

な２
ふたり

人の従
じゅうしゃ

者にささやいた。

　「私
わたし

が行
い

きましょう。」と、アビ

シャイが答
こた

えた。

　こうして、２
ふたり

人の男
おとこたち

達は危
き

険
けん

も顧
かえり

みず、敵
てき

の陣
じん

営
えい

へもぐり込
こ

んで、ぐ

っすり眠
ねむ

っているサウル王
おう

を見
み

つけ

た。その槍
やり

は枕
まくらもと

元の地
じ

面
めん

に突
つ

き刺
さ

し

てあり、すぐそばには水
みず

の入
はい

ったつ

ぼが置
お

いてあった。

　これまでダビデとその従
じゅうしゃたち

者達を散
さん

々
ざん

苦
くる

しめてきた男
おとこ

を見
み

ると、アビシ

ャイがささやいた。「私
わたし

が一
ひと

突
つ

きで

王
おう

を刺
さ

し通
とお

しましょう。再
ふたた

び突
つ

くに

は及
およ

びません。」

　すると、ダビデが言
い

った。「王
おう

を

殺
ころ

してはならない。主
しゅ

が油
あぶら

を注
そそ

がれ

た者
もの

に向
む

かって、手
て

をのべ、罪
つみ

を得
え

ない者があろうか？・・・我
われ

々
われ

は王の

運
うん

命
めい

を、神
かみ

の御
み

手
て

に委
ゆだ

ねるべきでは

ないか。」

　ダビデはかつてエンゲデのほら穴
あな

で王
おう

の衣
ころも

のすそを切
き

り取
と

った時
とき

のよ

うに、今
こん

回
かい

もアビシャイにささやい

て言
い

った。「王の枕
まくらもと

元にある槍
やり

と、

水
みず

の入
はい

ったつぼを取って、ここを出
で

よう。」



　２
ふたり

人は陣
じん

営
えい

を去
さ

ったが、サウル王
おう

の兵
へい

士
し

達
たち

は誰
だれ

も気
き

付
づ

かないままだっ

た。主
しゅ

が彼
かれ

らを深
ふか

く眠
ねむ

らせられたか

らだ。ダビデはそこから離
はな

れた丘
おか

の

頂
いただき

に登
のぼ

ると、谷
たに

をはさんで、サウル

王の陣営に向
む

かって大
おお

声
ごえ

で叫
さけ

んだ。

　ダビデは繰
く

り返
かえ

し叫
さけ

んだ。「アブ

ネルよ、聞
き

こえないのか？」

　アブネルは起
お

き上
あ

がったが、かな

り寝
ね

ぼけている様
ようす

子だ。

　「王
おう

に向
む

かって叫
さけ

んでいるお前
まえ

は

誰
だれ

だ？」と、アブネルは言
い

った。

　ダビデはあざけるように言
い

った。

「あなたは勇
ゆう

猛
もう

果
か

敢
かん

な男
おとこ

じゃなかっ

たのか？　イスラエルの中
なか

に、あな

たほどの人
ひと

がいるだろうか？　それ

なのに、どうして王
おう

の命
いのち

を守
まも

らなか

ったのか？・・・王の槍
やり

と、枕
まくらもと

元に

あった水
みず

のつぼは、どこだ？　主
しゅ

は

生
い

きておられる。あなたは、主が油
あぶら

を注
そそ

がれた主
しゅ

君
くん

を守
まも

らなかったこと

で、死
し

罪
ざい

に当
あ

たるんだぞ。」

　「一
いっ

体
たい

誰
だれ

だ？　何
なん

のことを言
い

って

いるのだ？」　アブネルは未
いま

だに目
め

が

覚
さ

めやらず、つぶやいた。

　けれども、サウル王
おう

はダビデの声
こえ

に気
き

付
づ

き、大
おお

声
ごえ

で言
い

った。「わが子
こ

ダビデよ、その声
こえ

はお前
まえ

か？」

　「そうです、私
わたし

です。」　そう答
こた

え

ると、ダビデは以
い

前
ぜん

何
なん

度
ど

も王
おう

にたず

ねたのと同
おな

じ質
しつ

問
もん

を投
な

げかけた。

「私
わたし

が一
いっ

体
たい

何
なに

をしたと言
い

うのです

か？　私にどんな罪
つみ

があると言うの

ですか？」

　すると、夜
よる

の間
あいだ

にダビデが自
じ

分
ぶん

の

寝
ね

ている所
ところ

に来
き

たが、命
いのち

を奪
うば

わなか

ったことに気
き

付
づ

いて、王
おう

が言
い

った。

「私
わたし

は罪
つみ

を犯
おか

した！　わが子
こ

ダビデ

よ、帰
かえ

って来
き

なさい。今
きょう

日、私の命

がお前
まえ

の目
め

に尊
たっと

く見
み

られたゆえに、

私はもう、お前を殺
ころ

そうとはしな

いから。私は愚
おろ

かなことをした。

とんでもない間
ま

違
ちが

いを犯
おか

してしま

った。」

　王
おう

をゆるすつもりでいたダビデは

声
こえ

を上
あ

げて言
い

った。「王の槍
やり

は、

ここにあります！　若
わか

者
もの

の１
ひとり

人に、

これを取
と

りに来
こ

させて下
くだ

さい。」

　サウル王
おう

は言
い

った。「わが子
こ

ダビ

デに、祝
しゅくふく

福があるように。お前
まえ

は必
かなら

ず英
えい

雄
ゆう

の名
な

にふさわしい働
はたら

きを成
な

し

遂
と

げるだろう。」

　こうして、ダビデとその従
じゅうしゃたち

者達は

ガテに行
い

き、王
おう

はもはや、ダビデを

追
お

わなかった。ダビデが心
こころ

から王と

の平
へい

和
わ

を願
ねが

っていることを証
しょうめい

明した

からだ。
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このすごい聖
せい

書
しょ

の登
とうじょう

場人
じん

物
ぶつ

について、もっと読
よ

んでみよう。

「聖書の偉
い

人
じん

：ダビデ王
おう

」を見
み

てね。

https://www.mywonderstudio.com/ja/level-2/heroes-of-the-bible-king-david/
https://www.mywonderstudio.com/ja/



